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対象とする問題
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ボルト、ナット（モノ）

ボルト、ナットの発注書
（図面）

• ローカーボンステンレスなど、特殊仕様のボルト、ナットなので納期まで約一か月か
かり、かつストックを持つことが難しい。

• 大型部品に比べ、ボルト、ナットなどの小型部品は地番管理がしっかりされていな
い（モノを移動した後、バーコードスキャンをしない。）。
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困りごとの構造
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ボルト、ナットなどの小型部
品でサイズ違い、材質違いが
生じた場合、原因が

①設計ミス
②発注ミス
③外注業者のミス

のどれなのかが現場ではわ
からない。

現場は設計に
問い合わせ、設
計者が原因を調
査しているが、結
果として設計者の
仕事量が増えて
いる。

ボルト、ナットなど
の小型部品は地番
登録、変更がおろそ
かになりがちである。

ボルト、ナットが
必要になった際に
どこにあるか探す
ことになる。
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現状の業務（ＡＳ－ＩＳ）
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利用する処理ロジック

5

現在は現品票の一次元バーコードを使用して地番管理を
行っているのみである。

部品のサイズをもとにバーコード、QR、RFID、画像などで
タグ付けを行う。
納品単位、購入単位で管理し、設計情報と紐づけする。

Ex. タグから設計図を引き出す。

担当者がバーコードをスキャンするのにわずらわしさを感
じない仕組みを作る。



(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

情報デザイン
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ボルトが製品に組み込
めない場合は専用端末
で図面をチェック

入庫時に図面のrev番号と照合。違っているよ
うなら最新の図面で発注されていない。
⇒②発注ミス

入庫状況の確
認、地番管理は
スマホで。

図面と実物が違う。
⇒③外注業者のミス

図面と実物は同じ。
⇒①設計ミス

現場でどの
フェーズのミス
か判断する仕
組み
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あるべき姿／ありたい姿（１／２）
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あるべき姿／ありたい姿（２／２）
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OR

図番データ登録

２．部品受け入れ

図番・品番管理

品番コード

図番確認

図番登録された
部品の受け入れを確認

図番データ変更

３．部品格納

４．部品払出

Beacon

図番が変更されていな
いか確認し、変更がな
ければ払い出す

１．図番登録・変更

品番コード

受け入れた部品を
棚に格納する際に
Beaconを受信してロ

ケーション番号を紐づ
ける

OR

QR又はRFタグ

QR又はRFタグ

品番コード

図番確認
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おわりに／まとめ
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10月 11月

使用するデジタルタグの選定

12月 1月

実証試験

2月 3月

活動のまとめ

バーコード、QR、RFID、

画像など、どれがデジ
タルタグとして適当か
検討する。


